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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、前記方法は、ユーザ機器（ＵＥ）が実行し、前
記方法は、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信すること、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンク
シンボルの変数を備える、と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）レポートがいつ送信されることになるかを識別するために
使用されることになる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信することと、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためのＣＳＩを推定することと、
　可変長アップリンクＴＴＩ中の前記ＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定され
たＣＳＩのうちの少なくとも一部を識別することと、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと
　を備え、前記識別することは、前記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンク
シンボルとして前記ＣＳＩレポートの送信のための後続のアップリンクシンボルを識別す
ることをさらに備える、方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のダウンリンク基準信号を前記受信することは、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
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プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信することをさら
に備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップすることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記識別することは、１つまたは複数の後続のダウンリンクシンボルにおいて受信され
た基準信号のための後続のＣＳＩレポートの送信のための後続のシンボルを識別すること
をさらに備える、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信することをさらに備
え、前記ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）能力、前記
ＵＥの無線通信リソース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記可変長アップリンク
ＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信するかど
うか、あるいはこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信するための手段、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウン
リンクシンボルの変数を備える、と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）レポートがいつ送信されることになるかを識別するために
使用されることになる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信するための手段
と、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためのＣＳＩを推定するための手
段と、
　可変長アップリンクＴＴＩ中の前記ＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定され
たＣＳＩのうちの少なくとも一部を識別するための手段と、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定するための手段と
　を備え、前記識別するための手段は、前記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップ
リンクシンボルとして前記ＣＳＩレポートの送信のための後続のアップリンクシンボルを
識別するように動作可能である、装置。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のダウンリンク基準信号を前記受信するための手段は、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信するように動作
可能である、
　請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　請求項７に記載の装置。
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【請求項１０】
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップするための手段をさらに備える、
　請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信するための手段をさ
らに備え、前記ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）能力
、前記ＵＥの無線通信リソース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記可変長アップ
リンクＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信す
るかどうか、あるいはこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される
、
　請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに格納されている命令と
　を備え、前記命令は、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信すること、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンク
シンボルの変数を備える、と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）レポートがいつ送信されることになるかを識別するために
使用されることになる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信することと、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためのＣＳＩを推定することと、
　可変長アップリンクＴＴＩ中の前記ＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定され
たＣＳＩのうちの少なくとも一部を識別することと、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能であり、前記命令は、前
記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシンボルとして前記ＣＳＩレポート
の送信のための後続のアップリンクシンボルを識別することを行うようにさらに実行可能
である、装置。
【請求項１３】
　前記命令は、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、請求項１２に記
載の装置。
【請求項１４】
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記命令は、
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップすることを前記装置に行わせるように前
記プロセッサによって実行可能である、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記命令は、
　１つまたは複数の後続のダウンリンクシンボルにおいて受信された基準信号のための後
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続のＣＳＩレポートの送信のための後続のシンボルを識別することを前記装置に行わせる
ように前記プロセッサによって実行可能である、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記命令は、
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能であり、前記ＰＵＣＣＨ
またはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）能力、前記ＵＥの無線通信リソ
ース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記可変長アップリンクＴＴＩの間にＰＵＳ
ＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信するかどうか、あるいはこれ
らの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを格納している非一時的なコンピ
ュータ読み取り可能媒体であって、前記コードは、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信すること、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンク
シンボルの変数を備える、と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）レポートがいつ送信されることになるかを識別するために
使用されることになる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信することと、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためのＣＳＩを推定することと、
　可変長アップリンクＴＴＩ中の前記ＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定され
たＣＳＩのうちの少なくとも一部を識別することと、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと
　を行うように実行可能であり、前記コードは、前記開始シンボルに続く第１の利用可能
なアップリンクシンボルとして前記ＣＳＩレポートの送信のための後続のアップリンクシ
ンボルを識別することを行うようにさらに実行可能である、非一時的なコンピュータ読み
取り可能媒体。
【請求項１９】
　前記コードは、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信することをさら
に実行可能である、
　請求項１８に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２０】
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　請求項１８に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２１】
　前記コードは、
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップすることをさらに実行可能である、
　請求項１８に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項２２】
　前記コードは、
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信することをさらに実
行可能であり、前記ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）
能力、前記ＵＥの無線通信リソース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記可変長ア
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ップリンクＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受
信するかどうか、あるいはこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定さ
れる、
　請求項１８に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１５年９月２２日に出願された、Damnjanovic等による「Channel S
tate Information Procedure for Enhanced Component Carriers」と題する米国特許第１
４／８８３，４８７号および２０１４年１０月１６日に出願された、Damnjanovic等によ
る「Channel State Information Procedure for Enhanced Component Carriers」と題す
る米国特許仮出願第６２／０６４，９５３号の優先権を主張し、それらは各々、その譲受
人に譲渡される。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、可変長
送信時間インターバルを用いるシステムにおけるチャネル状態情報のレポートに関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャスト、等、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することで複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続
システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムが含まれる。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、いくつかの数（a number of）
基地局を含み得、それらは各々、別名ユーザ機器（ＵＥ）としても知られている複数の通
信デバイスのための通信を同時にサポートする。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥ
への送信のために）ダウンリンクチャネル上でおよび（たとえば、ＵＥから基地局への送
信のために）アップリンクチャネル上でＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]これらの多元接続技法は、市、全国、地域、および、グローバルレベルでさえも
、異なるワイヤレスデバイスが通信することを可能にする共通のプロトコルを提供するた
めに、様々な電気通信規格中に採用された。例の電気通信規格は、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、スペクトル効率改善し、コストを低
減し、新規スペクトルを使用し、他のオープン規格とより良く統合するように設計される
。ＬＴＥは、ダウンリンク（ＤＬ）上でＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上で
単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ
）アンテナ技法を使用し得る。
【０００６】
　[0006]いくつかの事例では、ワイヤレス通信のために使用される１つまたは複数のパラ
メータは、ワイヤレス通信のためにＵＥおよび基地局によって使用されている特定の通信
チャネルに関連したチャネル条件によって、少なくとも部分的に、決定され得る。チャネ
ル状態情報は、いくつかの事例では、基地局から基準信号を受信するＵＥによって推定さ
れ得る。このチャネル状態情報（ＣＳＩ）は、ＵＥから基地局へのＣＳＩレポートにおい
て周期的に送信され得る。システムのアップリンクおよびダウンリンク送信状態が動的に
修正され得る状況では、設定時間間隔でＣＳＩをレポートすることは、ＵＥから基地局へ
のアップリンク送信において送信されることになっているスケジュールされたＣＳＩレポ
ート送信と、基地局からＵＥへの動的にスケジュールされたダウンリンク送信との間のコ
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ンフリクトをもたらし得る。したがって、ＣＳＩレポートのフレキシブルな送信は、その
ようなシステムの効率を向上させ得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]説明される特徴は一般に、記述された特徴は、ワイヤレス通信システム内で基準
信号およびＣＳＩレポートを送信するための１つまたは複数の改善されたシステム、方法
、および／またはデバイスに関する。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム内の基
地局およびＵＥは、可変長ダウンリンクまたはアップリンク送信時間インターバル（ＴＴ
Ｉ）を使用し得る。ＣＳＩ基準信号およびＣＳＩレポートは、可変長ＴＴＩを考慮に入れ
る（accommodate）時間で送信され得る。いくつかの例では、ＵＥは、ＣＳＩの基準信号
が基地局によっていつ送信されることになるか、および、ＣＳＩレポートが基地局へいつ
送信されることになるかを示すシグナリングを受信し得る。ＣＳＩレポーティングは、指
定されたアップリンクシンボル中の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を周期
的に使用して実行され得る、または物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を使用
して非周期的であり得る。ＵＥは、周期的なＣＳＩレポーティング、非周期的なＣＳＩレ
ポーティング、またはそれらの両方を示すシグナリングを受信し得る。そのようなシグナ
リングは、例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、またはダウンリ
ンク許可あるいはアップリンク許可内で受信され得る。
【０００８】
　[0008]実例となる例の第１のセットに従って、ワイヤレス通信のための方法が説明され
る。１つの例では、方法は、可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つま
たは複数のダウンリンク基準信号を受信することと、ダウンリンク信号のうちの１つまた
は複数のためのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を推定することと、可変長アップリンクＴＴ
Ｉ中のＣＳＩレポートにおける送信のための推定されたＣＳＩレポートの少なくとも一部
を識別することとを含み得る。
【０００９】
　[0009]例の第１のセットに従って、ワイヤレス通信のための装置が説明される。１つの
構成では、装置は、可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数
のダウンリンク基準信号を受信するための手段と、ダウンリンク信号のうちの１つまたは
複数のためのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を推定するための手段と、可変長アップリンク
ＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のための推定されたＣＳＩレポートの少なくとも
一部を識別するための手段とを含み得る。
【００１０】
　[0010]例の第１のセットに従って、ワイヤレス通信のための別の装置は、説明される。
１つの構成では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、と
電子通信状態にあるメモリとを含み得る。命令は、可変長ダウンリンク送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基準信号を受信することと、ダウンリンク
信号のうちの１つまたは複数のためのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を推定することと、可
変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のための推定されたＣＳＩレポ
ートの少なくとも一部を識別することとを装置に行わせるようにプロセッサによって実行
可能である。
【００１１】
　[0011]例の第１のセットに従って、コンピュータ実行可能コードを格納している非一時
的なコンピュータ読み取り可能媒体が説明される。１つの構成では、コードは、可変長ダ
ウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基準信号を受
信することと、ダウンリンク信号のうちの１つまたは複数のためのチャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）を推定することと、可変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信の
ための推定されたＣＳＩレポートの少なくとも一部を識別することとを行うように実行可
能であり得る。
【００１２】
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　[0012]例の第１のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの態様では、可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンクシンボルの変数を含
み得る。いくつかの例では、ダウンリンク基準信号を受信することはまた、アップリンク
シンボルの変数を含むアップリンク許可およびＣＳＩレポートがアップリンクシンボルの
うちの１つまたは複数における物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信さ
れることになっているというインジケーションを受信することを含み得る。他の例では、
受信することはまた、ＣＳＩレポートが送信されることになっているときを識別するため
にしようされる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信することを含み得る。
そのようなシグナリングは、例えば、無線通信リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを含
み得る。いくつかの例では、ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルは、ダウンリン
クシンボルとして構成され得、ここにおいて、ＣＳＩレポートの送信のための後続のアッ
プリンクシンボルは、開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシンボルとして
決定され得る。
【００１３】
　[0013]例の第１のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの態様では、ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシン
ボルとして構成されると決定され得、ＣＳＩレポートの送信がスキップされ得る。いくつ
かの場合では、後続のシンボルは、１つまたは複数の後続のダウンリンクシンボル中で受
信された基準信号のための後続のＣＳＩレポートの送信のために識別され得る。いくつか
の例では、ＣＳＩレポートは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）またはＰＵ
ＳＣＨのうちの１つまたは複数上で送信され得、ここにおいて、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳ
ＣＨ上での送信は、１つまたは複数のＵＥ能力、ＵＥのＲＲＣ構成、ＵＥがアップリンク
ＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデータを送信するためにアップリンクＵＬ許可を受信するかどう
かに基づいて決定される。
【００１４】
　[0014]実例となる例の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が説明される。
１つの構成では、方法は、ダウンリンクシンボルの変数を備える１つまたは複数の可変長
ダウンリンクＴＴＩの間のＣＳＩの送信のための１つまたは複数ダウンリンクシンボルを
識別することと、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルを示すシグナリング
を送信することと、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルにわたってＣＳＩ
基準信号を送信することと、送信されたＣＳＩ基準信号に少なくとも部分的に基づいてＣ
ＳＩレポートを受信することとを含み得る。
【００１５】
　[0015]例の第２のセットに従って、ワイヤレス通信のための装置が説明される。１つの
構成では、装置は、ダウンリンクシンボルの変数を備える１つまたは複数の可変長ダウン
リンクＴＴＩの間のＣＳＩの送信のための１つまたは複数ダウンリンクシンボルを識別す
るための手段と、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルを示すシグナリング
を送信するための手段と、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルにわたって
ＣＳＩ基準信号を送信するための手段と、送信されたＣＳＩ基準信号に少なくとも部分的
に基づいてＣＳＩレポートを受信するための手段とを含み得る。
【００１６】
　[0016]例の第２のセットに従って、ワイヤレス通信のための装置が説明される。１つの
構成では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに
格納されている命令とを含み得る。命令は、ダウンリンクシンボルの変数を備える１つま
たは複数の可変長ダウンリンクＴＴＩの間のＣＳＩの送信のための１つまたは複数ダウン
リンクシンボルを識別することと、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルを
示すシグナリングを送信することと、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボル
にわたってＣＳＩ基準信号を送信することと、送信されたＣＳＩ基準信号に少なくとも部
分的に基づいてＣＳＩレポートを受信することとを装置に行わせるようにプロセッサによ
って実行可能であり得る。
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【００１７】
　[0017]例の第２のセットに従って、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コー
ドを格納している非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体が説明される。１つの構成で
は、コードは、ダウンリンクシンボルの変数を備える１つまたは複数の可変長ダウンリン
クＴＴＩの間のＣＳＩの送信のための１つまたは複数ダウンリンクシンボルを識別するこ
とと、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルを示すシグナリングを送信する
ことと、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルにわたってＣＳＩ基準信号を
送信することと、送信されたＣＳＩ基準信号に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩレポー
トを受信することとを行うように実行可能であり得る。
【００１８】
　[0018]例の第２のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの態様では、１つまたは複数の識別されたダウンリンクシンボルは、１つまた
は複数の指定されたシンボルを含み得る。いくつかの例では、送信されたシグナリングは
また、少なくとも１つのＵＥに対する１つまたは複数の指定されたシンボルのインジケー
ションを含み得る。１つまたは複数の指定されたシンボルのインジケーションは、例えば
、１つまたは複数の指定されたシンボルを識別するために使用される周期性およびオフセ
ットを含むＲＲＣシグナリング中で送信され得る。
【００１９】
　[0019]例の第２のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの態様では、ＣＳＩレポートの送信のための開始アップリンクシンボルがダウ
ンリンクシンボルとして構成され得、ＣＳＩレポートの送信のための可変アップリンクシ
ンボルが開始アップリンクシンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシンボルとして
識別され得る。ある例では、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルを示すシ
グナリングは、ＣＳＩレポートの送信のために識別された１つまたは複数のアップリンク
シンボルと共に、アップリンクデータを送信するためのアップリンクシンボルの変数の識
別された数を持つアップリンク許可を含み、シグナリングは、アップリンク許可の一部と
して、識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルおよび識別された１つまたは複
数のアップリンクシンボルを示すことが送信され得る。
【００２０】
　[0020]例の第２のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの態様では、ＣＳＩレポートは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）上で受信され得る。ある例では、ＣＳＩレポートは、物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）上で受信されたデータと共に多重化され得る。
【００２１】
　[0021]前述は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示に係る例の特
徴および技術的利点をどちらかといえば広く概説している。追加の特徴および利点が以降
に説明される。開示される概念および特定の例は、本開示と同じ目的を実行するための他
の構造を設計または修正することの基礎として容易に利用され得る。このような等価な構
造は、添付の特許請求の範囲の範囲から逸脱しない。本明細書に開示される概念の特性は
、それらの編成および動作方法の両方が、添付の図に関連して考慮された場合、関連する
利点とともに、以下の説明からより良く理解されるであろう。図の各々は、特許請求の範
囲の限定の定義としてではなく、例示および説明の目的でのみ提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　[0022]本発明の性質および利点のさらなる理解が、以下の図面への参照により実現され
得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に続く、ダッシュと、同様の構成要素
を区別する第２のラベルとによって区別され得る。本明細書で第１の参照ラベルだけが使
用される場合、その説明は、第２の参照ラベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する
同様の構成要素のどれにも当てはまり得る。
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【図１】図１は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信システムのブロック図を示
す。
【図２】図２は、本開示の態様に係る、ワイヤレス通信システムにおいて使用され得るプ
ライマリセルおよびセカンダリセルのフレーム構造の例を例示する図である。
【図３】図３は、本開示の態様に係る、ワイヤレス通信システムの動的なダウンリンクお
よびアップリンク許可ならびに関連するダウンリンクおよびアップリンク送信シンボルの
例を例示する図である。
【図４】図４は、本開示の態様に係る、ワイヤレス通信システムの動的なダウンリンクお
よびアップリンク許可ならびに関連するダウンリンクおよびアップリンク送信シンボルの
別の例を例示する図である。
【図５】図５は、本開示の態様に係る、ＣＳＩ基準信号の送信のための指定されたダウン
リンクシンボル、ＣＳＩレポートの送信のための指定されたアップリンクシンボル、およ
びそのような送信のための代替のシンボルの例を例示する図である。
【図６】図６は、本開示の態様に係る、ＣＳＩ基準信号の送信のための準静的にまたは動
的に構成されたダウンリンクシンボルおよびＣＳＩレポートの送信のためのアップリンク
シンボルの例を例示する図である。
【図７】図７は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するために構成され
たデバイスのブロック図を示す。
【図８】図８は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するために構成され
たデバイスのブロック図を示す。
【図９】図９は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信システムのブロック図を示
す。
【図１０】図１０は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するための装置
のブロック図を示す。
【図１１】図１１は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するための装置
のブロック図を示す。
【図１２】図１２は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するための基地
局（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック図を示す。
【図１３】図１３は、本開示の様々な態様に係る、多入力／多出力通信システムのブロッ
ク図を示す。
【図１４】図１４は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法の例を例
示するフローチャートである。
【図１５】図１５は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法の別の例
を例示するフローチャートである。
【図１６】図１６は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法の別の例
を例示するフローチャートである。
【図１７】図１７は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法の別の例
を例示するフローチャートである。
【発明の詳細な説明】
【００２３】
　[0040]可変長送信時間間隔（ＴＴＩ）を利用するシステム内のチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）基準信号およびＣＳＩレポートを送信するための技法が説明される。ＣＳＩ基準信号
およびＣＳＩレポートは、可変長ＴＴＩを考慮に入れた時間で送信され得る。いくつかの
例では、ＵＥは、ＣＳＩ基準信号が基地局によっていつ送信されることになっているか、
および、ＣＳＩレポートが基地局へいつ送信されることになっているかを示すシグナリン
グを受信し得る。ＣＳＩレポーティングは、指定されたアップリンクシンボルにおける物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を周期的に使用して実行され得る、または物
理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を使用して非周期的であり得る。ＵＥは、周
期的なＣＳＩレポーティング、非周期的なＣＳＩレポーティング、またはそれらの両方を
示すシグナリングを受信し得る。そのようなシグナリングは、例えば、無線通信リソース
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制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して、またはダウンリンクあるいはアップリンク許可内
で受信され得る。
【００２４】
　[0041]いくつかの例では、ＵＥは、可変長ダウンリンクＴＴＩにおける１つまたは複数
のダウンリンク基準信号を受信し、ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のため
のＣＳＩを推定し、可変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のために
推定されたＣＳＩの少なくとも一部を識別し得る。例えば、ＵＥは、基地局からダウンリ
ンクシンボルにおけるＣＳＩ基準信号を受信し、ＣＳＩレポートがアップリンクシンボル
のうちの１つまたは複数におけるＰＵＳＣＨ上で送信されるべきインジケーションおよび
アップリンクシンボルの変数を有するアップリンク許可を受信し得る。他の例では、ＵＥ
は、ＣＳＩレポートがいつ送信されるのかを識別するためにしようされるべき周期性およ
びオフセットを含むシグナリンクを（ＲＲＣシグナリングを介して）受信し得る。
【００２５】
　[0042]以下の説明は、例を提供しており、特許請求の範囲に示される範囲、適用可能性
、または例を限定してはいない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明される要素の
機能および配置に変更がなされ得る。様々な例は、必要に応じて（as appropriate）、様
々なプロシージャまたは構成要素を省略、代用、または追加し得る。たとえば、説明され
る方法は、説明されるものとは異なる順序で実行され得、様々なステップが、追加、省略
、または組み合わされ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例では
組み合され得る。
【００２６】
　[0043]図１は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信システム１００の例を例示
する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネット
ワーク１３０を含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス認可、トラッキ
ング、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス、ルーティング、
またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たと
えば、Ｓ１、等）を通してコアネットワーク１３０とインターフェース接続し、ＵＥ１１
５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コン
トローラ（図示されない）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイ
ヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ
１、等）を通して互いに直接的にまたは（たとえば、コアネットワーク１３０を介して）
間接的に通信し得る。
【００２７】
　[0044]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレッジエリア
１１０のための通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、トラ
ンシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノー
ドＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で
呼ばれ得る。基地局１０５のための地理的カバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア
（図示されない）の一部のみを構成する複数のセクタに分割され得る。ワイヤレス通信シ
ステム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロおよび／またはスモー
ルセル基地局）を含み得る。異なる技術について重複した地理的カバレッジエリア１１０
が存在し得る。
【００２８】
　[0045]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００の少なくとも一部は、特定の
瞬間における特定のトラフィック条件に動的に適応するフレキシビリティを提供するため
にダウンリンクおよびアップリンクＴＴＩが動的に調整される、可変長ＴＴＩを使用して
動作するように構成され得る。ＣＳＩ基準信号のような、ある基準信号送信は、特定の時
で送信され得る、またはることがあるし、または可変時間で送信され得る。同様に、ＵＥ
１１５から基地局１０５へのあるレポートは、特定の時間で送信され得る、または可変時
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間で送信され得る。基地局１０５は、そのような基準信号送信およびレポーティングのた
めのある周期的なアップリンクおよびダウンリンクリソースを指定し、指定されたリソー
スを示すためにＵＥ１１５に、シグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング、システム情
報ブロック（ＳＩＢ）におけるシグナリング、またはＰＤＣＣＨシグナリング）を送信し
得る。追加的または代替的に、基地局１０５は、ＣＳＩレポートが特定のアップリンクリ
ソースを使用して送信されるＵＥ１１５に、ダウンリンク許可におけるインジケーション
のような、非周期基準信号送信およびレポーティングを提供し得る。ＵＥ１１５は、その
ような例では、ＣＳＩ基準信号を受信し、ＣＳＩ基準信号に基づいてチャネル状態情報を
推定し、ＣＳＩレポートを生成し、割り当てられたアップリンクリソースを使用してＣＳ
Ｉレポートのうちの少なくとも一部を送信し得る。そのような可変長ＴＴＩおよびＣＳＩ
レポーティングは、以下でより詳細に説明されることになる。
【００２９】
　[0046]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ（登録商標）／Ｌ
ＴＥ－Ａネットワークであり得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノード
Ｂ（ｅＮＢ）という用語は一般に、基地局１０５を説明するために使用され得、ＵＥとい
う用語は一般に、ＵＥ１１５を説明するために使用され得る。ワイヤレス通信システム１
００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロ
セル、スモールセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレッジを提供し得る。
「セル」という用語は、文脈に依存して、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまた
はコンポーネントキャリア、またはキャリアまたは基地局のカバレッジエリア（たとえば
、セクタ、等）を説明するために使用されることができる３ＧＰＰ（登録商標）用語であ
る。
【００３０】
　[0047]マクロセルは一般に、比較的広い地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル
）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアク
セスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比べて、より低い電力の基地局であ
り、それは、マクロセルと同じまたは異なる（たとえば、認可、未認可、等の）周波数帯
域で動作し得る。スモールセルは、様々な例にしたがってピコセル、フェムトセル、およ
びマイクロセルを含み得る。ピコセルは、比較的狭い地理的エリアをカバーし、ネットワ
ークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセスを可能にし得る。フ
ェムトセルはまた、比較的狭い地理的エリア（たとえば、家）をカバーし、このフェムト
セルと関連性のあるＵＥ（たとえば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、家
の中にいるユーザのＵＥ、等）による制限付きアクセスを提供し得る。マクロセルのため
のｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つま
たは複数（たとえば、２つ、３つ、４つ、等）のセル（たとえば、コンポーネントキャリ
ア）をサポートし得る。
【００３１】
　[0048]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
信は、時間的におおまかにアラインされ得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレー
ムタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にアラインされない可能性が
ある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに対して使用
され得る。
【００３２】
　[0049]開示される様々な例のうちのいくつかを考慮に入れ得る通信ネットワークは、階
層化プロトコルスタックにしたがって動作するパケットベースのネットワークであり得る
。ユーザプレーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤ
ＣＰ）レイヤでの通信は、ＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、
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論理チャネルを通して通信するためにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを
実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、トランスポートチャネルへの論理チ
ャネルの多重化および優先処理を実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を高める
ためにＭＡＣレイヤにおいて再送を提供するハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得
る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ユーザプレー
ンデータのための無線ベアラをサポートする基地局１０５またはコアネットワーク１３０
とＵＥ１１５との間でのＲＲＣ接続の確立、構成、および維持を提供し得る。物理レイヤ
（ＰＨＹ）において、トランスポートチャネルが物理チャネルにマッピングされ得る。
【００３３】
　[0050]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００中に分散しており、各ＵＥ１１５
は、据置型またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、モバイル局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局
、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザ
エージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語も
含み得るかまたは当業者によってそうとも呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイ
ス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレス
ローカルループ（ＷＬＬ）局、等であり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮ
Ｂ、リレー基地局、等を含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信する
ことができ得る。
【００３４】
　[0051]ワイヤレス通信システム１００中に示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５か
ら基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／または基地局１０５からＵＥ１１
５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は、順方向リンク送信と
も呼ばれ得、アップリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。各通信リンク１２
５は、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上述した様々な無線
技法にしたがって変調される複数のサブキャリアから成る信号（たとえば、異なる周波数
の波形信号）であり得る。変調された各信号は、異なるサブキャリア上で送られ、制御情
報（たとえば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、ユーザデータ、等を
搬送し得る。通信リンク１２５は、ＦＤＤを使用して（たとえば、対のスペクトルリソー
スを使用して）またはＴＤＤ動作を使用して（たとえば、不対のスペクトルリソースを使
用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構
造タイプ１）およびＴＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）が
定義され得る。
【００３５】
　[0052]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５および
／またはＵＥ１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信の品質および信頼性を改
善するためにアンテナダイバーシティスキームを用いるための複数のアンテナを含み得る
。追加的または代替的に、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なる
コード化データを搬送する複数の空間レイヤを送信するためにマルチパス環境を利用し得
る多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を用い得る。
【００３６】
　[0053]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作をサポ
ートし得、その機能は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と
呼ばれ得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネル、等とも
呼ばれ得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル
」という用語は、本明細書では交換可能に使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリ
ゲーションのために複数のダウンリンクＣＣおよび１つまたは複数のアップリンクＣＣで
構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤとＴＤＤの両方のコンポーネントキ
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ャリアで使用され得る。
【００３７】
　[0054]上述したように、様々な例が、可変ＴＴＩを利用する、図１のワイヤレス通信シ
ステム１００のようなワイヤレス通信システムにおいて通信を提供する。図２は、本開示
の態様に係る、図１のワイヤレス通信システム１００のようなワイヤレス通信システムの
異なるセルを使用して送信され得る無線フレームおよび異なるサブフレームの例を概念的
に例示するブロック図２００である。図２の無線フレームは、たとえば、１つまたは複数
の基地局１０５と１つまたは複数のＵＥ１１５との間で、図１に関連して説明されたワイ
ヤレス通信システム１００の一部を使用して送信され得る。この例では、レガシープライ
マリセル（ＰＣｅｌｌ）送信２１０は、ダウンリンクサブフレーム２２５、スペシャルサ
ブフレーム２３０、およびアップリンクサブフレーム２３５を含む１０個の１ミリ秒サブ
フレームを含むＴＤＤフレームを含み得る。ダウンリンクサブフレーム２２５、スペシャ
ルサブフレーム２３０、およびアップリンクサブフレーム２３５は、定められているＬＴ
Ｅ規格にしたがって定義されたサブフレーム構造を含み得、それは、各１ミリ秒サブフレ
ーム内に１４個のシンボル２６６を含み得る。いくつかの例では、ダウンリンクサブフレ
ーム２２５は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルを含み得、アップリンクサブ
フレームは、単一キャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボルを含み得、スペシ
ャルサブフレーム２３０は、アップリンクＳＣ－ＦＤＭＡシンボルおよびダウンリンクＯ
ＦＤＭシンボルの両方を含み得る。
【００３８】
　[0055]図２の例では、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）送信２２０は、レガシーフレーム
構造を、ダウンリンクシンボルとアップリンクシンボルとの間で動的な切替え、および、
可変ＴＴＩ長を可能にするＴＤＤベースのフレーム構造と置き換え得る低レイテンシまた
はバーストモード送信を含み得る。図２の例は、ＳＣｅｌｌ上での低レイテンシまたはバ
ーストモード送信を示すが、そのような送信構造に加え、本明細書で説明される様々な技
法および原理が、レガシＬＴＥフレームの１つまたは複数のバーストモードサブフレーム
内といった他の送信において、他のＰＣｅｌｌ送信において、認可または未認可スペクト
ルにおいて、等で実現され得ることは理解されるだろう。図２の例では、拡張コンポーネ
ントキャリア（ｅＣＣ）送信と呼ばれ得るＳＣｅｌｌ送信２２０は、指定されたダウンリ
ンクシンボル２４０および指定されたアップリンクシンボル２６０、ならびに、特定のト
ラフィック条件に基づいてアップリンクまたはダウンリンクシンボルとして割り振られ得
るフレキシブルなシンボル２４５を含み得る。
【００３９】
　[0056]指定されたダウンリンクシンボル２４０および指定されたアップリンクシンボル
２６０は、たとえば、様々な無線リソース管理（ＲＲＭ）測定、同期、ＣＳＩフィードバ
ック、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）、およびスケジューリング要求（ＳＲ）通
信を可能にするために提供され得る。指定されたダウンリンクシンボル２４０および指定
されたアップリンクシンボル２６０は、図１の基地局１０５のような基地局によって構成
され得、ＲＲＣシグナリング、システム情報ブロック（ＳＩＢ）、またはＰＤＣＣＨシグ
ナリングのうちの１つまたは複数を介して図１のＵＥ１１５のような１つまたは複数のＵ
Ｅに通信され得る。述べたように、フレキシブルなシンボル２４５は、アップリンクまた
はダウンリンクシンボルとなるように切り替えられ得、そのような構成のインジケーショ
ンは、ＵＥに提供されるアップリンクリソースまたはダウンリンクリソースの割振りにお
いて、基地局によって提供され得る。そのような割振りに基づいて、ＵＥは、特定数のシ
ンボル２４０、２４５、２６０が、ＵＥと基地局との間の通信に割り振られ得ることを決
定し得る。
【００４０】
　[0057]シンボルのそのような動的な切替えにより、基地局およびＵＥは、無線フレーム
全体についてのアップリンクまたはダウンリンクサブフレームの数の観点から予見するか
ら解放され、代わりに、動的なまたはフレキシブルな方法で特定のリソース割振りを決定
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し得る。特定のＵＥに割り振られ得るリソースの数は、たとえば、ＵＥと基地局との間で
送信されることとなるデータ量、データに関連付けられたサービス品質（ＱｏＳ）しきい
値、またはレイテンシ構成に基づいて決定され得る。いくつかの例では、シンボル２４０
、２４５、および２６０の各々は、レガシＯＦＤＭまたはＳＣ－ＦＤＭシンボル（たとえ
ば、シンボル２６６）に対して、低減されたシンボル持続時間を有し、いくつかの例では
、１シンボルあたり、８．３３μｓの有益なシンボル持続時間と２．０３μｓのサイクル
プリフィックス持続時間とを含む１１．３６μｓのシンボル持続時間を有し得る。シンボ
ル２４０、２４５、および２６０は、レガシシンボルに対して、サブキャリアについての
増加したトーン間隔を有し、いくつかの例では、１２０ｋＨｚのトーン間隔を有し、比較
的広い帯域幅（たとえば、８０ＭＨｚ）を利用し得る。
【００４１】
　[0058]そのような短縮されたシンボル持続時間と、ダウンリンク通信とアップリンク通
信との間の動的な切替えとは、低減された肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）ター
ンアラウンド時間を可能にし得、ゆえに、データの比較的低いレイテンシ送信を提供し得
る。いくつかの例では、遅延センシティブなデータは、ＳＣｅｌｌ送信２２０を使用して
送信され得、それ程遅延センシティブではない他のデータは、ＰＣｅｌｌ送信２１０を使
用して送信され得る。いくつかの例では、いくつかの数のシンボル２４０、２４５、およ
び２６０が、第１の時間期間（Ｔ１）２６５の間第１のＵＥに割り振られ得、第２の時間
期間（Ｔ２）２７０および第３の時間期間（Ｔ３）２７５の間第１のＵＥまたは１つまた
は複数の他のＵＥに割り振られ得る。そのような時間期間２６５、２７０、２７５の長さ
は、たとえば、いくつか例をあげると、送信されることとなるデータ量、そのデータに関
連付けられたＱｏＳ、データの遅延構成、存在する他のＵＥの数、またはチャネル条件の
ような様々な要因のうちの１つまたは複数にしたがって決定され得る。
【００４２】
　[0059]ここで図３を参照すると、拡張コンポーネントキャリア（ｅＣＣ）送信の例を概
念的に例示するブロック図３００が説明される。図３の例では、ｅＣＣ送信３２０は、ア
ップリンクまたはダウンリンクシンボルとして割り振られたいくつかの数のシンボルを含
み得る。そのようなｅＣＣ送信３２０は、本開示の態様に係る、図１のワイヤレス通信シ
ステム１００のようなワイヤレス通信システムの異なるセルを使用して送信され得る。い
くつかの例では、ｅＣＣ送信３２０は、図２に関連して上述したように、ＳＣｅｌｌ上で
送信される。図３の例では、第１の時間期間（Ｔ１）３４０は、９つのシンボル３３０の
ダウンリンク許可を含み得る。この例では、初期のダウンリンクシンボル３３０は、次の
（upcoming）時間期間（たとえば、Ｔ１ ３４０）についてのリソース割振りを示し、動
的であり得る制御情報３３５を含み得る。
【００４３】
　[0060]いくつかの例では、制御情報３３５は、後続のシンボル３３０を含む、ＵＥへの
リソースのダウンリンク許可を含み得る。この例では、制御情報３５０の後続の送信は、
８つのアップリンクシンボル３４５のアップリンク許可を含み得る。空のシンボル３５５
は、ＵＥにおいて切り替えるための時間を確保する（allow）ために、ダウンリンクシン
ボル３３０とアップリンクシンボル３４５との間に含まれ得る。いくつかの例では、シン
ボル３３０、３４５のバンドルは、基地局によってＵＥに割り振られ得、そのようなバン
ドル長さは、動的な制御情報３３５および制御情報３５０によって制御される。比較的大
きな数のシンボルが、いくらか遅延センシティブでないいくつかの例において、高められ
た効率を提供するために割り振られ得る。
【００４４】
　[0061]他の例では、データ送信が比較的遅延センシティブである場合、特定のＵＥへの
動的な許可は、低減されたＡＣＫ／ＮＡＣＫターンアラウンド時間を提供するために、比
較的短いであろう。図４は、比較的短い許可の例４００を例示する。この例では、ｅＣＣ
送信４２０は、１つまたは２つのシンボルのリソース割振りを含み得る。図４のｅＣＣ送
信４２０は、本開示の態様に係る、図１のワイヤレス通信システム１００のようなワイヤ
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レス通信システムを使用して送信され得る。いくつかの例では、ｅＣＣ送信４２０は、図
２および３に関連して上述したように、ＳＣｅｌｌ上で送信される。この例では、初期の
ダウンリンクシンボル４２５内の制御情報４３５は、１つのシンボルのダウンリンク許可
（すなわち、ＴＴＩ＝１シンボル）および１つのシンボルのアップリンク許可（すなわち
、ＴＴＩ＝１シンボル）を含み得る。様々な例では、アップリンク許可は、制御情報４３
５の受信から最小で２つのシンボルにおいて効力を発揮し得、それにより、空のシンボル
４３０を考慮に入れ、アップリンクシンボル４４０を送信するためにＵＥにおいて切り替
えることを可能にする。この例では、ｅＣＣ送信４２０は、第２の制御情報４５０の送信
を含み、これは、この例では、２つのシンボル（たとえば、ＴＴＩ＝２シンボル）に対す
るダウンリンク許可であり、ここで、第３の制御情報４５５は、１つまたは複数のアップ
リンクシンボル４４０のＴＴＩを有し得る後続のアップリンク許可を提供する。
【００４５】
　[0062]上述したように、様々な例は、ＣＳＩが、基地局からＵＥに送信されるＣＳＩ基
準信号に基づいて基地局に送信され、ＵＥによって推定され得ることを提供する。ここで
図５を参照すると、ｅＣＣ送信５２０内のＣＳＩレポート送信とＣＳＩ基準信号送信の例
５００が説明される。図５のｅＣＣ送信５２０は、本開示の態様に係る、図１のワイヤレ
ス通信システム１００のようなワイヤレス通信システムを使用して送信され得る。いくつ
かの例では、ｅＣＣ送信５２０は、図２、３、または４のうちの１つまたは複数に関連し
て上述したように、ＳＣｅｌｌ上で送信される。
【００４６】
　[0063]図５の例では、ＣＳＩ基準信号（ＲＳ）は、指定ＣＳＩ　ＲＳシンボル５０５に
おいて送信され得る。いくつかの例では、ダウンリンク指定シンボル５０５は、例えば、
ＲＲＣシグナリングを介してＵＥに提供され得る。いくつかの例では、そのようなＲＲＣ
シグナリングは、オフセットと称される、ダウンリンク許可における特定のダウンリンク
シンボル（例えば、第１のダウンリンクシンボル）の間に送信されることになり、また、
ＣＳＲ　ＲＳ送信のための周期性（例えば、６ダウンリンクごと）を示し得る。周期性お
よびオフセットは、可変長ＴＴＩの開始のタイミングから独立した共通タイミング基準に
関して定義され、周期性およびオフセットは、アップリンク可変長ＴＴＩのＣＳＩレポー
トが実際に送信されることになると決定するために使用され得る。ＲＲＣシグナリングが
ある例において使用される一方、シグナリングの他のタイプが、例えば、ＳＩＢまたはＰ
ＤＣＣＨシグナリングのような、指定シンボル上の情報を提供するために使用されること
が理解されるだろう。
【００４７】
　[0064]ＣＳＩ　ＲＳを受信することに応じて、ＵＥは、ＣＳＩを推定し、ＣＳＩレポー
トを生成し得る。いくつかの例では、ＣＳＩレポートは、１つまたは複数のＣＳＩレポー
ト用指定シンボル５１０において基地局に送信される。ＣＳＩレポート用指定シンボル５
１０は、ＣＳＩ　ＲＳの指定されたシンボル５０５をシグナリングするために上述された
技法のうちの任意のものに従ってＵＥに提供され得る。周期的なＣＳＩレポーティングの
ためのシンボルがダウンリンクシンボル５３０であると判明した場合、ＵＥは、いくつか
の例に従って、レポーティングをスキップする、またはＣＳＩレポート用指定シンボル５
１０に続く第１のＰＵＣＣＨ送信機会でＣＳＩレポートを送信し得る。図５の例では、Ｃ
ＳＩ　ＲＳは、第１のダウンリンクシンボル５２５において送信され得、それはまた、Ｕ
Ｅに９つのダウンリンクシンボル５３０を割振るダウンリンク許可５３５を含み得る。
【００４８】
　[0065]この例では、ＣＳＩレポート用指定シンボル５１０は、ダウンリンクシンボル５
３０であり、したがって、ＵＥは、アップリンクシンボル５４５における第１の利用可能
なＰＵＣＣＨ送信機会でＣＳＩレポートを送信し得る。図５の例では、アップリンク許可
５４０は、ＵＥに提供され得、それに続いてアップリンクシンボルおよびＣＳＩレポート
が送信され得る。いくつかの例では、ＣＳＩレポートは、ＲＲＣシグナリングにおいて定
義されるとして、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨにおいて送信され得る。ＵＥがＰＵＣＣＨ
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またはＰＵＳＣＨ上でレポートを送信するかどうかは、２つ３つ例をあげると、送信され
るべきデータの量、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ送信の利用可能性、ＵＥ能力（例えば、
ＵＥが同時に起こるＰＵＳＣＨ＋ＰＵＣＣＨ送信をサポートする／のために構成される）
、ＵＬ　ＴＴＩにおけるＰＵＳＣＨの存在（つまり、ＵＥがＰＵＳＣＨ送信のためにスケ
ジュールされるかどうか）のような１つまたは複数の要素に基づいて決定され得る。
【００４９】
　[0066]他の例では、ＣＳＩレポーティングは、ＰＵＳＣＨを使用して非周期的に実行さ
れ得る。ここで図６を参照すると、ｅＣＣ送信６２０内でのＣＳＩ基準信号送信およびＣ
ＳＩレポート送信の別の例６００が説明される。図６のｅＣＣ送信６２０は、本開示の態
様に係る、図１のワイヤレス通信システム１００のような、ワイヤレス通信システムを使
用して送信され得る。いくつかの例では、ｅＣＣ送信６２０は、図２、３、４、または５
のうちの１つまたは複数に関連して上述したように、ＳＣｅｌｌ上でｅＣＣとして送信さ
れる。ｅＣＣ送信６２０は、データが送信され得るダウンリンクシンボル６３０およびア
ップリンクシンボル６４５を含み得る。第１のダウンリンクシンボル６２５は、ダウンリ
ンク許可６３５を含み得る。
【００５０】
　[0067]図６の例では、ＣＳＩ基準信号は、構成されたＣＳＩ　ＲＳシンボル６０５にお
いて送信され得る。いくつかの例では、構成されたＣＳＩ　ＲＳシンボル６０５は、ダウ
ンリンク許可６３５を介してＵＥに提供され得る。さらに、図６の例では、ＣＳＩレポー
トは、ＣＳＩレポート用構成シンボル６１０において送信され得、それはアップリンク許
可６４０におけるＵＥに提供され得る。いくつかの例では、構成シンボル６０５、６１０
および指定シンボル５０５、５１０の組合せは、ＣＳＩ　ＲＳおよびレポーティング送信
のために使用され得る。同様に、上述したように、ＣＳＩ　ＲＳを受信することに応じて
、ＵＥは、ＣＳＩを推定し、ＣＳＩレポートを生成し得、それは、アップリンク許可６４
０におけるＵＥに割り当てられた１つまたは複数のアップリンクシンボル６４５として含
まれ得る、ＣＳＩレポート用構成シンボル６１０において送信され得る。
【００５１】
　[0068]図７は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するためのデバイス
７０５のブロック図７００を示す。デバイス７０５は、図１に関連して説明されたＵＥ１
１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。デバイス７０５は、受信機モジュール７１
０、ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５、および／または送信機モジュール７２０を含み得る
。デバイス７０５はまた、プロセッサ（図示されない）であり得るかそれを含み得る。こ
れらのモジュールの各々は、互いに通信状態にあり得る。
【００５２】
　[0069]デバイス７０５の構成要素は、個々にまたは集合的に、ハードウェアにおいて適
用可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実行するように適合された１つまたは複数
の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を使用して実現され得る。代替的に、これら機能は
、１つまたは複数の集積回路（ＩＣ）上の１つまたは複数の他の処理ユニット（または、
コア）によって実行され得る。他の例では、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラク
チャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当技術分野において知ら
れている任意の方法でプログラムされ得る。各モジュールの機能はまた、全体的にあるい
は部分的に、メモリにおいて具現化される命令で実現され、１つまたは複数の汎用または
専用プロセッサによって実行されるようにフォーマットされ得る。
【００５３】
　[0070]受信機モジュール７１０は、様々な情報チャネル（たとえば、制御チャネル、デ
ータチャネル、等）に関連付けられたパケット、ユーザデータ、および／または制御情報
のような情報を受信し得る。受信機モジュール７１０は、ＣＳＩ基準信号と、ＣＳＩ基準
信号のロケーションを示し得る他の信号とを受信するように構成され得る。情報は、ＵＥ
ＣＳＩモジュール７１５におよびデバイス７０５の他の構成要素に伝えられ得る。受信機
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モジュール７１０はまた、図９に関連して説明されたトランシーバモジュール９３５の例
を表し得る。
【００５４】
　[0071]ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５は、たとえば、図２－６に関連して上述したよう
に、ＣＳＩ　ＲＳおよびＣＳＩレポート送信のために指定されたまたは構成されたシンボ
ルおよびＣＳＩレポート情報を決定するように構成され得る。いくつかの例では、ＵＥ　
ＣＳＩのモジュール７１５は、図９に関連して説明されたプロセッサモジュール９０５の
態様を表し得る。送信機モジュール７２０は、デバイス７０５の他の構成要素から受信さ
れた１つまたは複数の信号を送信し得る。送信機モジュール７２０は、たとえば、アップ
リンクデータおよびＣＳＩレポートを送信し得る。いくつかの例では、送信機モジュール
７２０は、トランシーバモジュールにおいて受信機モジュール７１０とコロケートされ得
る。送信機モジュール７２０は、図９に関連して説明されたトランシーバモジュール９３
５の態様を表し得る。
【００５５】
　[0072]図８は、様々な例に係る、ワイヤレス通信で使用するためのデバイス７０５－ａ
のブロック図８００を示す。デバイス７０５－ａは、図１に関連して説明されたＵＥ１１
５の１つまたは複数の態様の例であり得る。これはまた、図７に関連して説明されたデバ
イス７０５の例であり得る。デバイス７０５－ａは、受信機モジュール７１０－ａ、ＵＥ
ＣＳＩモジュール７１５－ａ、および／または送信機モジュール７２０－ａを含み得、こ
れらは、デバイス７０５の対応するモジュールの例であり得る。デバイス７０５－ａはま
た、プロセッサ（図示されない）を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信状
態にあり得る。ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５－ａは、基準信号モジュール８０５、ＣＳ
Ｉ推定モジュール８１０、およびＣＳＩレポートモジュール８１５を含み得る。受信機モ
ジュール７１０－ａおよび送信機モジュール７２０－ａは、それぞれ、図７の受信機モジ
ュール７１０および送信機モジュール７２０の機能を実行し得る。
【００５６】
　[0073]基準信号モジュール８０５は、図２－６に関連して上述したような、ＣＳＩ基準
信号を含むダウンリンクシンボルを決定し得る。ＣＳＩ推定モジュール８１０は、図２－
６に関連して上述したのと同様の方法で、ＣＳＩ基準信号から情報を受信し得、基準信号
に基づいてＣＳＩを推定し得る。ＣＳＩレポートモジュール８１５は、図２－６に関連し
て上述したのと同様の方法で、アップリンクシンボルにおいてＣＳＩレポートを送信し、
そのようなＣＳＩレポートが送信されることになるときを決定し得る。
【００５７】
　[0074]図９は、様々な例に係る、ワイヤレス通信で使用するためのシステム９００を示
す。システム９００は、ＵＥ１１５－ａを含み得、これは、図１のＵＥ１１５の例であり
得る。ＵＥ１１５－ａはまた、図７および８のデバイス７０５の１つまたは複数の態様の
例であり得る。
【００５８】
　[0075]ＵＥ１１５－ａは、一般に、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。ＵＥ
１１５－ａは、アンテナ９０５、トランシーバモジュール９３５、プロセッサモジュール
９０５、および（ソフトウェア（ＳＷ）９２０を含む）メモリ９１５を含み得、それらは
各々、直接的または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバス９４５を介して）互い
に通信し得る。トランシーバモジュール９３５は、上述したように、アンテナ９４０およ
び／または１つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複
数のネットワークと双方向で通信するように構成され得る。たとえば、トランシーバモジ
ュール９３５は、図１を参照して、基地局１０５と双方向で通信するように構成され得る
。トランシーバモジュール９３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のた
めにアンテナ９４０に提供し、アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するように
構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ａは単一のアンテナ９４０を含み得るが、Ｕ
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Ｅ１１５－ａは、複数のワイヤレス送信を同時に送信および／または受信することができ
る複数のアンテナ９４０を有し得る。トランシーバモジュール９３５は、複数のコンポー
ネントキャリアを介して１つまたは複数の基地局１０５と同時に通信することができ得る
。
【００５９】
　[0076]ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５－ｂを含み得、これは、図７
および８のデバイス７０５のＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５について上述した機能を実行
し得る。ＵＥ１１５－ａはまた、基準信号受信モジュール９２５を含み得、これは、その
後、ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５－ｂに提供され得るＣＳＩまたは他の基準信号を受信
し得る。図９の例では、ＵＥ１１５－ａはまた、ＣＳＩレポート送信モジュール９３０を
含み、これは、図２－６に関連して上述したのと同様の方法で、ＵＥ　ＣＳＩモジュール
７１５－ｂからＣＳＩレポートを受信し、ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５－ｂによって識
別されたアップリンクシンボルにおけるＣＳＩレポートを送信し得る。
【００６０】
　[0077]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）を含み得る。メモリ９１５はまた、実行されると、本明細書で説明された様々な機
能（たとえば、ＣＳＩ基準信号およびＣＳＩレポート、ＣＳＩ推定、ＣＳＩレポート送信
のためのシンボルの決定、等）を実行することをプロセッサモジュール９０５に行わせる
ように構成された命令を含む、コンピュータ読み取り可能でコンピュータ実行可能なソフ
トウェア／ファームウェアコード９２０を格納し得る。代替的に、コンピュータ読み取り
可能でコンピュータ実行可能なソフトウェア／ファームウェアコード９２０は、プロセッ
サモジュール９０５によって直接的に実行可能でない場合があるが、（たとえば、コンパ
イルおよび実行されたとき）本明細書で説明された機能を実行することをコンピュータに
行わせるように構成され得る。プロセッサモジュール９０５は、たとえば、中央処理装置
（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等のようなイ
ンテリジェントハードウェアデバイスを含み得る。
【００６１】
　[0078]図１０は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するための装置１
００５のブロック図１０００を示す。いくつかの例では、装置１００５は、図１に関連し
て説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。いくつかの例
では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ｅＮＢおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ基地局の一部であ
るかそれを含み得る。装置１００５はまた、プロセッサであり得る。装置１００５は、受
信機モジュール１０１０、基地局ＣＳＩモジュール１０１５、および／または送信機モジ
ュール１０２０を含み得る。これらのモジュールの各々は、互いに通信状態にあり得る。
【００６２】
　[0079]装置１００５の構成要素は、個々にまたは集合的に、ハードウェアにおいて適用
可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実行するように適合された１つまたは複数の
ＡＳＩＣを使用して実現され得る。代替的に、これら機能は、１つまたは複数の集積回路
上の１つまたは複数の他の処理ユニット（または、コア）によって実行され得る。他の例
では、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当技術分野におい
て知られている任意の方法でプログラムされ得る。各構成要素の機能はまた、全体的にあ
るいは部分的に、メモリにおいて具現化される命令で実現され、１つまたは複数の汎用ま
たは専用プロセッサによって実行されるようにフォーマットされ得る。
【００６３】
　[0080]いくつかの例では、受信機モジュール１０１０は、ＣＳＩレポートを受信するよ
うに動作可能なＲＦ受信機のような少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）受信機を含み得
る。受信機モジュール１０１０は、図１に関連して説明されたワイヤレス通信システム１
００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数
の通信リンクを通して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）
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を受信するために使用され得る。受信機モジュール１０１０は、図１２に関連して説明さ
れた基地局トランシーバモジュール１２５０の態様を例示し得る。
【００６４】
　[0081]いくつかの例では、送信機モジュール１０２０は、ＣＳＩ基準信号、アップリン
クおよびダウンリンク許可、およびＵＥへの他のシグナリングを送信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信
機モジュール１０２０は、図１に関連して説明されたワイヤレス通信システム１００の１
つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リ
ンクを通して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信す
るために使用され得る。送信機モジュール１０２０はまた、図１２で説明される基地局ト
ランシーバモジュール１２５０の例であり得る。
【００６５】
　[0082]いくつかの例では、基地局ＣＳＩモジュール１０１５は、図２－６に関連して上
述したように、ＣＳＩレポート情報を決定することと、ＣＳＩ　ＲＳのために指定される
または構成されたレポートを決定することと、ＣＳＩ　ＲＳシンボルを示す制御シグナリ
ングを送信することと、アップリンクまたはダウンリンク許可を送信することとを行うよ
うい構成され得る。いくつかの例では、基地局ＣＳＩモジュール１０１５は、図１２に関
して説明された基地局プロセッサモジュール１２１０の態様を例示し得る。
【００６６】
　[0083]図１１は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信において使用するための
装置１００５－ａのブロック図１１００を示す。いくつかの例では、装置１００５－ａは
、図１に関連して説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の例、および／
または、図１０に関連して説明された装置１００５の態様の例であり得る。いくつかの例
では、装置１００５－ａは、ｅＣＣを送信するように構成されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ ｅ
ＮＢおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ 基地局の一部であり得るかまたはそれを含み得
る。装置１００５－ａはまた、プロセッサであり得る。装置１００５－ａは、受信機モジ
ュール１０１０－ａ、基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ａ、および／または送信機モジ
ュール１０２０－ａを含み得る。これらのモジュールの各々は、互いに通信状態にあり得
る。
【００６７】
　[0084]装置１００５－ａの構成要素は、個々にまたは集合的に、ハードウェアにおいて
適用可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実行するように適合された１つまたは複
数のＡＳＩＣを使用して実現され得る。代替的に、これら機能は、１つまたは複数の集積
回路上の１つまたは複数の他の処理ユニット（または、コア）によって実行され得る。他
の例では、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳ
ＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当技術分野に
おいて知られている任意の方法でプログラムされ得る。各構成要素の機能はまた、全体的
にあるいは部分的に、メモリにおいて具現化される命令で実現され、１つまたは複数の汎
用または専用プロセッサによって実行されるようにフォーマットされ得る。
【００６８】
　[0085]いくつかの例では、受信機モジュール１０１０－ａは、図１０に関連して説明さ
れた受信機モジュール１０１０の１つまたは複数の態様の例であり得る。いくつかの例で
は、受信機モジュール１０１０－ａは、ｅＣＣのアップリンクシンボルにおいて送信され
たＣＳＩレポートおよび他のデータを受信するように動作可能な少なくとも１つの無線周
波数（ＲＦ）受信機のような少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。受信機モジュール
１０１０－ａは、図１に関連して説明されたワイヤレス通信システム１００の１つまたは
複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通
して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために
使用され得る。
【００６９】
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　[0086]いくつかの例では、送信機モジュール１０２０－ａは、図１０に関連して説明さ
れた送信機モジュール１０２０の１つまたは複数の態様の例であり得る。いくつかの例で
は、送信機モジュール１０２０－ａは、ＣＳＩ基準信号、アップリンクまたはダウンリン
ク許可、および制御信号（たとえば、ＲＲＣ、ＳＩＢ，またはＰＤＣＣＨシグナリング、
等）を送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機のような少なくとも１つの
ＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール１０２０－ａは、図１に関連して説明されたワ
イヤレス通信システム１００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信シ
ステムの１つまたは複数の通信リンクを通して様々なタイプのデータおよび／または制御
信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。
【００７０】
　[0087]基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ａは、ダウンリンクシンボル識別子モジュー
ル１１０５、基準信号生成モジュール１１１０、およびＣＳＩレポート処理モジュール１
１１５を含み得る。受信機モジュール１０１０－ａおよび送信機モジュール１０２０－ａ
は、それぞれ、図１０の受信機モジュール１０１０および送信機モジュール１０２０の機
能を実行し得る。
【００７１】
　[0088]ダウンリンクシンボル識別子モジュール１１０５は、図２－６に関連して上述し
たように、ＣＳＩ基準信号を含むこととなるダウンリンクシンボルを決定し得る。基準信
号生成モジュール１１１０は、図２－６に関連して上述したのと同様の方法で、ＣＳＩ推
定のために使用され得るＣＳＩ基準信号を生成し得る。ＣＳＩレポートモジュール８１５
は、図２－６に関連して上述したのと同様の方法で、アップリンクシンボルにおけるＣＳ
Ｉレポートを受信し、ＵＥのチャネル特徴に関連した１つまたは複数のパラメータを決定
し得る。
【００７２】
　[0089]図１２は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信で使用するための基地局
１０５－ａ（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック図１２
００を示す。いくつかの例では、基地局１０５－ａは、図１に関連して説明された基地局
１０５のうちの１つまたは複数の態様、および／または、図１０および／または１１に関
連して説明されたような、基地局として構成されるときの装置１００５のうちの１つまた
は複数の態様の例であり得る。基地局１０５－ａは、図２－６に関連して説明された基地
局および／または装置の特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実現または容易に
するように構成され得る。
【００７３】
　[0090]基地局１０５－ａは、基地局プロセッサモジュール１２１０、基地局メモリモジ
ュール１２２０、（基地局トランシーバモジュール１２５０で表されている）少なくとも
１つの基地局トランシーバモジュール、（基地局アンテナ１２５５で表されている）少な
くとも１つの基地局アンテナ、および／または基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ｂを含
み得る。基地局１０５－ａはまた、基地局通信モジュール１２３０および／またはネット
ワーク通信モジュール１２４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらのモジュール
の各々は、１つまたは複数のバス１２３５を通して、直接的または間接的に、互いに通信
状態にあり得る。
【００７４】
　[0091]基地局メモリモジュール１２２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および
／または読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリモジュール１２２０は
、実行されると、ワイヤレス通信に関して本明細書で説明された様々な機能（たとえば、
ＣＳＩ基準信号ダウンリンクシンボルロケーション、ＣＳＩレポートシンボルロケーショ
ン、制御信号生成、ＣＳＩレポート受信、アップリンクおよびダウンリンク許可の決定お
よびシグナリング、等）を実行することを基地局プロセッサモジュール１２１０に行わせ
るように構成された命令を含むコンピュータ読み取り可能でコンピュータ実行可能なソフ
トウェア／ファームウェアコード１２２５を格納し得る。代替的に、コンピュータ読み取
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り可能でコンピュータ実行可能なソフトウェア／ファームウェアコード１２２５は、基地
局プロセッサモジュール１２１０によって直接的に実行可能でない場合があるが、（たと
えば、コンパイルおよび実行されたとき）本明細書で説明された様々な機能を実行するこ
とを基地局１０５－ａに行わせるように構成され得る。
【００７５】
　[0092]基地局プロセッサモジュール１２１０は、インテリジェントハードウェアデバイ
ス、たとえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等を含み得
る。基地局プロセッサモジュール１２１０は、基地局トランシーバモジュール１２５０、
基地局通信モジュール１２３０、および／またはネットワーク通信モジュール１２４０を
通して受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１２１０はまた、アン
テナ１２５５を通した送信のためにトランシーバモジュール１２５０に、１つまたは複数
の他の基地局１０５－ｂおよび１０５－ｃへの送信のために基地局通信モジュール１２３
０に、および／またはコアネットワーク１２４５への送信のためにネットワーク通信モジ
ュール１２４０に送られることとなる情報を処理し得、これは、図１に関連して説明され
たコアネットワーク１３０のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。基地局プロセ
ッサモジュール１２１０は、単独でまたは基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ｂに関連し
て、本明細書で説明される可変長ＴＴＩ管理と、ＣＳＩ基準信号およびレポート管理との
様々な態様を処理し得る。
【００７６】
　[0093]基地局トランシーバモジュール１２５０は、パケットを変調し、変調されたパケ
ットを送信のために基地局アンテナ１２５５に提供するように、および、基地局アンテナ
１２５５から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局
トランシーバモジュール１２５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機
モジュールおよび１つまたは複数の別個の基地局受信機モジュールとして実現され得る。
基地局トランシーバモジュール１２５０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および／ま
たは第２の無線周波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。基地局トランシー
バモジュール１２５０は、アンテナ１２５５を介して、図１および／または９に関連して
説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数のような１つまたは複数のＵＥまたは装置
と双方向に通信するように構成され得る。基地局１０５－ａは、たとえば、複数の基地局
アンテナ１２５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０５－ａは、ネッ
トワーク通信モジュール１２４０を通してコアネットワーク１２４５と通信し得る。基地
局１０５－ａはまた、基地局通信モジュール１２３０を使用して、基地局１０５－ｂおよ
び１０５－ｃのような他の基地局と通信し得る。
【００７７】
　[0094]基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ｂは、可変長ＴＴＩと、ＣＳＩ基準信号およ
びレポーティング管理とに関して図２－６に関連して説明された特徴および／または機能
のうちのいくつかまたはすべてを実行および／または制御するように構成され得る。基地
局ＣＳＩモジュール１０１５－ｂ、またはモジュール１０１５－ｂの一部は、プロセッサ
を含み得、および／または、基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ｂの機能のうちのいくつ
かまたはすべては、基地局プロセッサモジュール１２１０によっておよび／または基地局
プロセッサモジュール１２１０に関連して実行され得る。いくつかの例では、基地局ＣＳ
Ｉモジュール１０１５－ｂは、図１０および／または１１に関連して説明された基地局Ｃ
ＳＩモジュール１０１５および／または１０１５－ａの例であり得る。
【００７８】
　[0095]図１３は、基地局１０５－ｄおよびＵＥ１１５－ｂを含む多入力／多出力（ＭＩ
ＭＯ）通信システム１３００のブロック図である。ＭＩＭＯ通信システム１３００は、図
１に示されるワイヤレス通信システム１００の態様を例示し得る。基地局１０５－ｄは、
アンテナ１３３４－ａ～１３３４－ｘが備え付けられており、ＵＥ１１５－ｂは、アンテ
ナ１３５２－ａ～１３５２－ｎが備え付けられている。ＭＩＭＯ通信システム１３００で
は、基地局１０５－ｄは、複数の通信リンクを通して同時にデータを送ることができ得る
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。各通信リンクは、「レイヤ」と呼ばれ得、通信リンクの「ランク」は、通信のために使
用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、基地局１０５－ｄが２つの「レイヤ」を送信
する２×２ＭＩＭＯ通信システムは、基地局１０５－ｄとＵＥ１１５－ｂとの間の通信リ
ンクのランクは２である。
【００７９】
　[0096]基地局１０５－ｄにおいて、送信プロセッサ１３２０は、データソースからデー
タを受信し得る。送信プロセッサ１３２０は、データを処理し得る。送信プロセッサ１３
２０はまた、制御シンボルおよび／または基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩ
ＭＯプロセッサ１３３０は、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボ
ルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、送信機変調器／復調器
１３３２－ａ～１３３２－ｘに出力シンボルストリームを提供し得る。各変調器／復調器
１３３２は、（たとえば、ＯＦＤＭ、等のために）それぞれの出力シンボルストリームを
処理して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器／復調器１３３２は、出力サ
ンプルストリームをさらに処理（たとえば、アナログ変換、増幅、フィルタリング、およ
びアップコンバート）して、ＤＬ信号を取得し得る。一例では、変調器／変調機１３３２
－ａ～１３３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれ、アンテナ１３３４－ａ～１３３４－ｘ
を介して送信され得る。送信プロセッサ１３２０、送信ＭＩＭＯプロセッサ１３３０、変
調器／復調器１３３２、またはアンテナ１３３４、あるいはこれらの構成要素のある組合
せは、図１２に関連して説明された基地局トランシーバモジュール１２５０および基地局
アンテナ１２５５の態様を例示し得る。
【００８０】
　[0097]ＵＥ１１５－ｂにおいて、ＵＥのアンテナ１３５２－ａ～１３５２－ｎは、基地
局１０５－ｄからＤＬ信号を受信し得、それぞれ復調器１３５４－ａ～１３５４－ｎに、
受信された信号を提供し得る。各復調器１３５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえ
ば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプル
を取得し得る。各復調器１３５４は、（たとえば、ＯＦＤＭ、等のために）これら入力サ
ンプルをさらに処理して、受信シンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器１３５６は、すべ
ての復調器１３５４－ａ～１３５４－ｎからの受信シンボルを取得し得、適用可能であれ
ば、受信されたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを提供する
。受信プロセッサ１３５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインタリ
ーブ、復号）し得、データ出力にＵＥ１１５－ｂのための復号されたデータを提供し、プ
ロセッサ１３８０またはメモリ１３８２に、復号された制御情報を提供し得る。受信プロ
セッサ１３５８、ＭＩＭＯ検出器１３５６、復調器１３５４、またはアンテナ１３５２、
あるいはこれらの構成要素のある組合せは、図９に関連して説明されたトランシーバモジ
ュール９３５およびアンテナ９４０の態様を例示し得る。
【００８１】
　[0098]プロセッサ１３８０は、いくつかのケースでは、ＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５
－ｃの１つまたは複数を例示化するために、格納されている命令を実行し得る。ＵＥＣＳ
Ｉモジュール７１５－ｃは、図７、８、および／または９に関連して説明されたＵＥ　Ｃ
ＳＩモジュール７１５の態様の例であり得る。
【００８２】
　[0099]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１５－ｂにおいて、送信プロセッサ１３６４
は、データソースからのデータを受信および処理し得る。送信プロセッサ１３６４はまた
、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ１３６４からのシンボル
は、送信ＭＩＭＯプロセッサ１３６６によってプリコーディングされ得、（たとえば、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、等のために）復調器１３５４－ａ～１３５４－ｎによってさらに処理され
、基地局１０５－ｄから受信された送信パラメータにしたがって基地局１０５－ｄに送信
され得る。送信プロセッサ１３６４または送信ＭＩＭＯプロセッサ１３６６、あるいはこ
れらの両方は、図９に関連して説明されたトランシーバモジュール９３５の態様を例示し
得る。
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【００８３】
　[0100]基地局１０５－ｄにおいて、ＵＥ１１５－ｂからのＵＬ信号が、アンテナ１３３
４によって受信され、変調器／復調器１３３２によって処理され、適用可能な場合にはＭ
ＩＭＯ検出器１３３６によって検出され、受信プロセッサ１３３８によってさらに処理さ
れ得る。受信プロセッサ１３３８は、復号されたデータをデータ出力およびプロセッサ１
３４０および／またはメモリ１３４２に提供し得る。プロセッサ１３４０は、いくつかの
ケースでは、基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ｃの１つまたは複数を例示化するために
、格納されている命令を実行し得る。基地局ＣＳＩモジュール１０１５－ｃは、図１０、
１１、および／または１２に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１０１５の態様
の例であり得る。受信プロセッサ１３３８またはＭＩＭＯ検出器１３３６、あるいはこれ
らの両方は、図１２に関連して説明された基地局トランシーバモジュール１２５０の態様
を例示し得る。
【００８４】
　[0101]ＵＥ１１５－ｂの構成要素は、個々にまたは集合的に、ハードウェアにおいて適
用可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実行するように適合された１つまたは複数
のＡＳＩＣを使用して実現され得る。示されるモジュールの各々は、ＭＩＭＯ通信システ
ム１３００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様
に、基地局１０５－ｃの構成要素は、個々にまたは集合的に、ハードウェアにおいて適用
可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実行するように適合された１つまたは複数の
ＡＳＩＣを使用して実現され得る。示される構成要素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム１
３００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
【００８５】
　[0102]図１４は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法１４００の
例を例示するフローチャートである。明確さのために、方法１４００は、図１、９、およ
び／または１３に関連して説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様、および
／または、図７および／または８に関連して説明されたデバイス７０５のうちの１つまた
は複数の態様に関連して以下に説明される。いくつかの例では、ＵＥは、以下に説明され
る機能を実行するためのＵＥの機能要素（functional element）を制御するために、コー
ドの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加的にまたは代替的に、ＵＥは、専用ハー
ドウェアを使用して以下に説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【００８６】
　[0103]ブロック１４０５において、方法１４００は、可変長ダウンリンク（ＴＴＩ）に
おいて１つまたは複数のダウンリンク基準信号を受信することを含み得る。可変長ダウン
リンクＴＴＩは、ダウンリンクシンボルの変数を備える。ブロック１４０５における動作
は、図７－９および／または１３に関連して説明されたＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５を
使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１４０５の動作は、図９に関連して
説明されたアンテナ９４０およびトランシーバモジュール９３５を使用して実行され得る
。
【００８７】
　[0104]ブロック１４１０において、方法１４００は、ダウンリンク基準信号のうちの１
つまたは複数のためのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を推定することを含み得る。ブロック
１４１０における動作は、図７－９および／または１３に関連して説明されたＵＥ　ＣＳ
Ｉモジュール７１５を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１４１０の動
作は、図９に関連して説明されたメモリ９１５およびプロセッサモジュール９０５を使用
して実行され得る。
【００８８】
　[0105]ブロック１４１５において、方法１４００は、可変長アップリンクＴＴＩ中のＣ
ＳＩレポートにおける送信のために推定されたＣＳＩの少なくとも一部を識別することを
含み得る。ブロック１４１５における動作は、図７－９および／または１３に関連して説
明されたＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブ
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ロック１４１５の動作は、図９に関連して説明されたメモリ９１５およびプロセッサモジ
ュール９０５を使用して実行され得る。
【００８９】
　[0106]ゆえに、方法１４００は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００がほんの
１つの実現にすぎないこと、および、方法１４００の動作が、他の実現が可能になるよう
に再配置されるか他の方法で修正され得ることに留意されたい。
【００９０】
　[0107]図１５は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法１５００の
例を例示するフローチャートである。明確さのために、方法１５００は、図１、９、およ
び／または１３に関連して説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様、および
／または、図７および／または８に関連して説明されたデバイス７０５のうちの１つまた
は複数の態様に関連して以下に説明される。いくつかの例では、ＵＥは、以下に説明され
る機能を実行するためのＵＥの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセ
ットを実行し得る。追加的にまたは代替的に、ＵＥは、専用ハードウェアを使用して以下
に説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【００９１】
　[0108]ブロック１５０５において、方法１５００は、ＣＳＩレポートが可変長アップリ
ンクＴＴＩの間にいつ送信されることになるかを識別するために使用される周期性および
オフセットを含むシグナリングを受信することを含み得る。ブロック１５０５における動
作は、図７－９および／または１３に関連して説明されたＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５
を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図９に関連し
て説明されたアンテナ９４０およびトランシーバモジュール９３５を使用して実行され得
る。
【００９２】
　[0109]ブロック１５１０において、方法１５００は、ＣＳＩレポートの送信のための開
始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成されると決定することを含み得る。ブロッ
ク１５１０の動作は、図９に関連して説明されたＵＥ　ＣＳＩモジュール７１５を使用し
て実行され得る。いくつかの例では、ブロック１５１０の動作は、図９に関連して説明さ
れたメモリ９１５およびプロセッサモジュール９０５を使用して実行さ得る。
【００９３】
　[0110]ブロック１５１５において、方法１５００は、開始シンボルに続く第１の利用可
能なシンボルとしてＣＳＩレポートの送信のための後続のアップリンクシンボルを識別す
ることを含み得る。ブロック１５１５の動作は、図９に関連して説明されたＵＥ　ＣＳＩ
モジュール７１５を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作
は、図９に関連して説明されたメモリ９１５およびプロセッサモジュール９０５を使用し
て実行され得る。
【００９４】
　[0111]ゆえに、方法１５００は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００がほんの
１つの実現にすぎないこと、および、方法１５００の動作が、他の実現が可能になるよう
に再配置されるか他の方法で修正され得ることに留意されたい。
【００９５】
　[0112]図１６は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法１６００の
例を例示するフローチャートである。明確さのために、方法１６００は、図１、１２およ
び／または１３に関連して説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様、およ
び／または、図１０および／または１１に関連して説明された装置（たとえば、デバイス
）１００５のうちの１つまたは複数の態様に関連して以下に説明される。いくつかの例で
は、ＵＥは、以下に説明される機能を実行するための基地局の機能要素を制御するために
、コードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加的にまたは代替的に、基地局は、
専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る
。
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【００９６】
　[0113]ブロック１６０５において、方法１６００は、ダウンリンクシンボルの変数を備
える可変長ダウンリンクＴＴＩの間にＣＳＩの送信のために１つまたは複数のダウンリン
クシンボルを識別することを含み得る。ブロック１６０５における動作は、図１０－１３
に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１０１５を使用して実行され得る。いくつ
かの例では、ブロック１６０５の動作は、図１２に関連して説明されるような、基地局メ
モリモジュール１２２０および基地局プロセッサモジュール１２１０を使用して実行され
得る。
【００９７】
　[0114]ブロック１６１０において、方法１６００は、識別された１つまたは複数のダウ
ンリンクシンボルを示すシグナリングを送信することを含み得る。ブロック１６１０にお
ける動作は、図１０－１３に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１０１５を使用
して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１６１０の動作は、図１２に関連して説
明されるような、基地局トランシーバモジュール１２５０および基地局アンテナ１２５５
を使用して実行され得る。
【００９８】
　[0115]ブロック１６１５において、方法１６００は、識別された１つまたは複数のダウ
ンリンクシンボルを通してＣＳＩ基準信号を送信することを含み得る。ブロック１６１５
における動作は、図１０－１３に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１０１５を
使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１６１５の動作は、図１２に関連し
て説明されるような、基地局トランシーバモジュール１２５０および基地局アンテナ１２
５５を使用して実行され得る。
【００９９】
　[0116]ブロック１６２０において、方法１６００は、送信されたＣＳＩ基準信号に少な
くとも部分的に基づいてＣＳＩレポートを受信することを含み得る。ブロック１６２０の
動作は、図１０－１３に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１０１５を使用して
実行され得る。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、図１２に関連して説明さ
れるような、基地局トランシーバモジュール１２５０および基地局アンテナ１２５５を使
用して実行され得る。
【０１００】
　[0117]ゆえに、方法１６００は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法１６００がほんの
１つの実現にすぎないこと、および、方法１６００の動作が、他の実現が可能になるよう
に再配置されるか他の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１０１】
　[0118]図１７は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信のための方法１７００の
例を例示するフローチャートである。明確さのために、方法１７００は、図１、１２およ
び／または１３に関連して説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様、およ
び／または、図１０および／または１１に関連して説明された装置（たとえば、デバイス
）１００５のうちの１つまたは複数の態様に関連して以下に説明される。いくつかの例で
は、ＵＥは、以下に説明される機能を実行するための基地局の機能要素を制御するために
、コードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加的にまたは代替的に、基地局は、
専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る
。
【０１０２】
　[0119]ブロック１７０５において、方法１７００は、アップリンクデータを送信するた
めにアップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を決定することを含み得る。
ブロック１７０５における動作は、図１０－１３に関連して説明された基地局ＣＳＩモジ
ュール１０１５を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１７０５の動作は
、図１２に関連して説明されるような、基地局メモリモジュール１２２０および基地局プ
ロセッサモジュール１２１０を使用して実行され得る。
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【０１０３】
　[0120]ブロック１７１０において、方法１７００は、ＣＳＩレポートの送信のためのア
ップリンク許可の１つまたは複数のアップリンクシンボルを識別することを含み得る。ブ
ロック１７１０の動作は、図１０－１３に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１
０１５を使用して実行され得る。いくつかの例では、ブロック１７１０の動作は、図１２
に関連して説明されるような、基地局メモリモジュール１２２０および基地局プロセッサ
モジュール１２１０を使用して実行され得る。
【０１０４】
　[0121]ブロック１７１５において、方法１７００は、アップリンク許可の一部として、
識別された１つまたは複数のダウンリンクシンボルおよび識別された１つまたは複数のア
ップリンクシンボルを示すシグナリングを送信することを含み得る。ブロック１７１５の
動作は、図１０－１３に関連して説明された基地局ＣＳＩモジュール１０１５を使用して
実行され得る。いくつかの例では、ブロック１７１５の動作は、図１２に関連して説明さ
れるような、基地局トランシーバモジュール１２５０および基地局アンテナ１２５５を使
用して実行され得る。
【０１０５】
　[0122]ゆえに、方法１７００は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法１７００がほんの
１つの実現にすぎないこと、および、方法１７００の動作が、他の実現が可能になるよう
に再配置されるか他の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１０６】
　[0123]いくつかの例では、方法１４００、１５００、、１６００、または１７００のう
ちの２つ以上の態様が組み合され得る。方法１４００、１５００、１６００、１７００が
ほんの１つの実現にすぎないこと、および、方法１４００－１７００の動作が、他の実現
が可能になるように再配置されるか他の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１０７】
　[0124]本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡのような様々なワイヤレス通信システムおよび他のシステムに使用され得る
。「システム」および「ネットワーク」という用語は、交換可能に使用されることが多い
。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）
、等の無線技術を実現し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およ
びＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは一般に、ＣＤＭ
Ａ２０００ １Ｘ、１Ｘ、等と呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、
ＣＤＭＡ２０００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と呼ばれる。
ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含
む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標
））のような無線技術を実現し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロード
バンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ
）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭ
（登録商標）、等、の無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ
（Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングターム
エボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ
を使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ―ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴ
Ｅ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ
）」という名称の団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）」という名称の団体からの文
書に記載されている。本明細書で説明された技法は、上述したシステムおよび無線技術に
加え、未認可および／または共有帯域幅を通したセルラ（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む
他のシステムおよび無線技術に使用され得る。しかしながら、上の説明は、説明のために
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムを説明しており、ＬＴＥ用語が上の説明の大部分において使
用されているが、これらの技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアプリケーションを超えて適用可能
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である。
【０１０８】
　[0125]添付された図面に関連して上に示された詳細な説明は、例を説明しており、実現
され得るまたは特許請求の範囲の範囲内にある例を表すものではない。「例となる」およ
び「例示的な」という用語は、本説明中で使用されるとき、「例、事例、または例示とし
ての役割を果たす」ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」を意
味しない。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供することを目的として特定の詳細
を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細なしに実施され得る。いく
つかの事例では、周知の構造および装置は、説明された例の概念を曖昧にしないためにブ
ロック図形式で示される。
【０１０９】
　[0126]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちの任意のものを使用して
表され得る。たとえば、上記説明の全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド
、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは
磁性粒子、光場もしくは光粒子、またはこれらの任意の組み合わせで表され得る。
【０１１０】
　[0127]本明細書での開示に関連して説明された様々な実例となるブロックおよび構成要
素は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡま
たは他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、
ディスクリートハードウェア構成要素、または本明細書で説明された機能を実行するよう
に設計されたそれらの任意の組み合わせを用いて実現または実行され得る。汎用プロセッ
サは、マイクロプロセッサであり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の従来のプロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセ
ッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、たとえば、ＤＳＰと、１つのマ
イクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに連結した１つまたは複数の
マイクロプロセッサ、またはその他のそのような構成との組み合わせとして実現され得る
。
【０１１１】
　[0128]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実現され得る。プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コンピュータ読
み取り可能媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして格納または送信され得る
。他の例および実現は、本開示および添付された特許請求の範囲の範囲および精神内にあ
る。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上述した機能は、プロセッサによって実
行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、配線、またはこれらの任意の組
み合わせを使用して実現されることができる。機能を実現する特徴はまた、様々な位置に
物理的に位置し得、これらの機能の一部が異なる物理的ロケーションで実現されるように
分散されていることを含む。特許請求の範囲を含む本明細書で使用される場合、「および
／または」という用語は、２つ以上の項目からなるリストで使用されるとき、リストされ
た項目のうちのいずれか１つが単独で用いられ得ること、または、リストされた項目のう
ちの２つ以上からなる任意の組み合わせが用いられ得ることを意味する。たとえば、ある
構成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含むものとして説明されている場合、この
構成は、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わせ、ＢとＣの
組み合わせ、またはＡとＢとＣの組み合わせを含み得る。また、特許請求の範囲を含む本
明細書で使用される場合、複数の項目からなるリスト（たとえば、「～のうちの少なくと
も１つ」または「～のうちの１つまたは複数」のような表現で始まる複数の項目からなる
リスト）で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣ、あるいはこれらの
任意の組み合わせのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、Ｂ、Ｃ、ＡとＢ、ＡとＣ、
ＢとＣ、ＡとＢとＣ（すなわち、Ａ、Ｂ、およびＣ）を意味するような、離接的な（disj
unctive）リストを示す。
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【０１１２】
　[0129]コンピュータ読み取り可能媒体は、ある箇所から別の箇所へのコンピュータプロ
グラムの移送を容易にする任意の媒体を含むコンピュータ通信媒体およびコンピュータ記
憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされる
ことができる任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ読
み取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記
憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形式で所望のプログラムコード手段を搬
送または格納するために使用されることができ、かつ、汎用もしくは専用コンピュータま
たは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされることができる任意の他の媒体を
備え得る。また、任意の接続は厳密にはコンピュータ読み取り可能媒体と称され得る。た
とえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、電波、およびマイクロ波のようなワイヤレス技
術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
これら同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電
波、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使
用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ
）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、
フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイディスクを含み、ディスク（disk）
は、通常磁気的にデータを再生し、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデー
タを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り可能媒体の範囲内に含ま
れる。
【０１１３】
　[0130]本開示の先の説明は、当業者が本開示を実施または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形に適用され
得る。ゆえに、本開示は、本明細書で説明された例および設計に制限されるべきでなく、
本明細書で開示された原理および新規な特徴に合致する最も広い範囲が与えられるべきで
ある。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信すること、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンク
シンボルの変数を備える、と、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためにチャネル状態情報（ＣＳＩ
）を推定することと、
　可変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定されたＣ
ＳＩのうちの少なくとも一部を識別することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記受信することは、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信することをさら
に備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記受信することは、
　前記ＣＳＩレポートがいつ送信されることになるかを識別するために使用されことにな
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る周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信することをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することをさらに備え、
　前記識別することは、前記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシンボル
として前記ＣＳＩレポートの送信のための後続のアップリンクシンボルを識別することを
さらに備える、
　［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと、
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップすることと
　をさらに備える、［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記識別することは、１つまたは複数の後続のダウンリンクシンボルにおいて受信され
た基準信号のための後続のＣＳＩレポートの送信のための後続のシンボルを識別すること
をさらに備える、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信することをさらに備
え、前記ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）能力、前記
ＵＥの無線通信リソース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記アップリンクＴＴＩ
の間にＰＵＳＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信するかどうか、
あるいはこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される、
　［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信するための手段、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウン
リンクシンボルの変数を備える、と、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためにチャネル状態情報（ＣＳＩ
）を推定するための手段と、
　可変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定されたＣ
ＳＩのうちの少なくとも一部を識別するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ１０］
　前記受信するための手段は、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信するように動作
可能である、
　［Ｃ９］に記載の装置。
　　［Ｃ１１］
　前記受信するための手段は、
　前記ＣＳＩレポートがいつ送信されることになるかを識別するために使用されることに
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なる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信するように動作可能である、
　［Ｃ９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定するための手段をさらに備え、
　前記識別するための手段は、前記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシ
ンボルとして前記ＣＳＩレポートの送信のための後続のアップリンクシンボルを識別する
ように動作可能である、
　［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１４］
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定するための手段と、
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップするための手段と
　をさらに備える、［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
１つまたは複数の後続のダウンリンクシンボルにおいて受信された基準信号のための後続
のＣＳＩレポートの送信のための後続のシンボルを識別するための手段をさらに備える、
　［Ｃ１４］に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信するための手段をさ
らに備え、前記ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）能力
、前記ＵＥの無線通信リソース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記アップリンク
ＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信するかど
うか、あるいはこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される、
　［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに格納されている命令と
　を備え、前記命令は、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信すること、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンク
シンボルの変数を備える、と、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためにチャネル状態情報（ＣＳＩ
）を推定することと、
　可変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定されたＣ
ＳＩのうちの少なくとも一部を識別することと
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、装置。
　　［Ｃ１８］
　前記命令は、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、［Ｃ１７］に記
載の装置。
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　　［Ｃ１９］
　前記命令は、
　前記ＣＳＩレポートがいつ送信されることになるかを識別するために使用されることに
なる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、［Ｃ１７］に記
載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　［Ｃ１９］に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記命令は、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと、
　前記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシンボルとして前記ＣＳＩレポ
ートの送信のための後続のアップリンクシンボルを識別することと
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、［Ｃ１９］に記
載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記命令は、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと、
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップすることと
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、［Ｃ１９］に記
載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記命令は、
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能であり、前記ＰＵＣＣＨ
またはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）能力、前記ＵＥの無線通信リソ
ース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記アップリンクＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデ
ータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信するかどうか、あるいはこれらの組
み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される、
　［Ｃ１９］に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを格納している非一時的なコンピ
ュータ読み取り可能媒体であって、前記コードは、
　可変長ダウンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ）における１つまたは複数のダウンリンク基
準信号を受信すること、ここにおいて、前記可変長ダウンリンクＴＴＩは、ダウンリンク
シンボルの変数を備える、と、
　前記ダウンリンク基準信号のうちの１つまたは複数のためにチャネル状態情報（ＣＳＩ
）を推定することと、
　可変長アップリンクＴＴＩ中のＣＳＩレポートにおける送信のために前記推定されたＣ
ＳＩのうちの少なくとも一部を識別することと
　を行うようにプロセッサによって実行可能である、非一時的なコンピュータ読み取り可
能媒体。
　　［Ｃ２５］
　前記コードは、
　前記ＣＳＩレポートがアップリンクシンボルのうちの１つまたは複数において物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送信されることになるというインジケーション
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および前記アップリンクシンボルの変数を備えるアップリンク許可を受信することをさら
に実行可能である、
　［Ｃ２４］に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
　　［Ｃ２６］
　前記コードは、
　前記ＣＳＩレポートがいつ送信されることになるかを識別するために使用されることに
なる周期性およびオフセットを含むシグナリングを受信することをさらに実行可能である
、
　［Ｃ２４］に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
　　［Ｃ２７］
　前記シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを備える、
　［Ｃ２６］に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
　　［Ｃ２８］
　前記コードは、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと、
　前記開始シンボルに続く第１の利用可能なアップリンクシンボルとして前記ＣＳＩレポ
ートの送信のための後続のアップリンクシンボルを識別することと
　をさらに実行可能である、［Ｃ２６］に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒
体。
　　［Ｃ２９］
　前記コードは、
　前記ＣＳＩレポートの送信のための開始シンボルがダウンリンクシンボルとして構成さ
れると決定することと、
　前記ＣＳＩレポートを送信することをスキップすることと
　をさらに実行可能である、［Ｃ２６］に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒
体。
　　［Ｃ３０］
　前記コードは、
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの１つまたは複数上で前記ＣＳＩレポートを送信することをさらに実
行可能であり、前記ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上での前記送信は、ユーザ機器（ＵＥ）
能力、前記ＵＥの無線通信リソース制御（ＲＲＣ）構成、または前記ＵＥが前記アップリ
ンクＴＴＩの間にＰＵＳＣＨデータを送信するために、アップリンクＵＬ許可を受信する
かどうか、あるいはこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つに基づいて決定される、
　［Ｃ２６］に記載の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体。
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